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年報の刊行にあたって
心理科学研究センター事務局長
人間科学部心理学科准教授
大久保　街亜
　心理科学研究センターにおける研究プロジェクト「融合的心理科学の創成:心の連続性を探る」
が, 平成23年度より5年間, 文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業に採択されまし
た。本年はまさにその初年度となります。
平成23年は, 未曾有の大震災の影響もあり, 例年より遅れて私立大学戦略的研究基盤形成支
援事業の採択通知が届きました。その結果, プロジェクトとしての始動が, 予定よりも少々遅れる
こととなりました。
それでも当初のスケジュールを若干変更し, 心理科学研究センターでは「心と体と環境をつな
ぐ科学」と題するシンポジウムを, 平成23年11月27日開催しました。このシンポジウムでは, 心理
学だけでなく, 脳科学, バーチャルリアリティ, 発達科学など幅広い顔ぶれの研究者が一堂に会
し, 「心と体と環境をつなぐ科学」について, まさに融合的な議論が活発に交わされました。当日
の様子を, 本号に収めてありますのでどうぞご覧ください。加えて, 本号の刊行には間に合いませ
んでしたが, 「心理学における効果の大きさとばらつき」と題する心理測定法, 心理統計法に関
するシンポジウムを, 平成24年2月25日に開催しました。これについては, 来年度の年報でご報告
できるでしょう。
研究プロジェクトの初年度である平成23年度に, 心理科学研究センターでは, プロジェクト全
体の研究基盤を固めるため, 融合的心理科学の創成を担う方法論について, 各センター員それぞ
れが研究を進めました。その成果が, 本年度の年報における特集「融合的心理科学における測
定」に結実しております。本号では, 心理科学研究センターの大きな特徴である動物実験施設
で行われる動物行動実験や電気生理学実験の最新の手法が紹介されています。さらに, 医学や
保健学との融合を視野に, 疫学的調査法についても, また, 人間の行動実験や心理統計に関する
言わば心理測定法の王道についても紹介を行いました。
この特集にくわえて, 国際的な論文誌への掲載や専門書の発行, 国内外での学会発表など, セ
ンター員は活発に研究成果を心理科学研究センターから発信いたしました。その一部となるかも
しれませんが, 1年間の心理科学研究センターの活動をこの年報において報告いたします。
